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ま
す
。

ご
み
焼
却
場
の
再
検
討

　
第
1
に
、
印
西
市
は
、
印
西
地
区

環
境
整
備
事
業
組
合
の
構
成
員
と
し

て
、
ご
み
焼
却
場
の
9
住
区
へ
の
移

転
計
画
を
白
紙
撤
回
す
る
こ
と
を
提

案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
多
額
の
予
算
を
か
け
新
た
に
ご
み

焼
却
場
を
建
設
す
る
前
に
、
徹
底
し

て
ご
み
を
減
量
し
、
そ
の
う
え
で
、

ど
の
程
度
の
規
模
の
ご
み
焼
却
場
が
、

い
つ
必
要
で
、
そ
れ
は
ど
こ
に
建
設

す
る
べ
き
な
の
か
を
再
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
市
長
選
挙
で
、
多
く
の
み
な
さ
ん

着
手
し
て
い
く
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
放
射
能
の
除
染
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
、
優

先
し
て
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

地
域
経
済
の
振
興
と

自
然
や
文
化
財
の
保
護
の
推
進

　
第
5
に
、
地
域
経
済
の
振
興
、
そ

し
て
、
自
然
や
文
化
財
の
保
護
が
あ

り
ま
す
。

　
J
A
西
印
旛
な
ど
と
協
力
し
つ
つ
、

特
色
あ
る
農
産
品
を
つ
く
っ
た
り
、

販
路
を
拡
大
し
た
り
す
る
な
ど
、
農

業
振
興
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
自
然
や
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て

は
、
市
が
立
地
す
る
豊
か
な
自
然
環

境
や
、
こ
れ
ま
で
、
は
ぐ
く
ん
で
き

た
歴
史
、
伝
統
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
地
域
経
済
を
振
興
さ
せ
、

地
域
の
自
然
、
そ
し
て
地
域
の
文
化

を
守
っ
て
い
く
政
策
を
立
案
し
実
施

か
ら
賛
同
を
得
た
も
の
と
認
識
し
、

組
合
を
構
成
す
る
白
井
市
、
栄
町
と

協
議
し
つ
つ
、
計
画
撤
回
に
む
け
、

努
力
い
た
し
ま
す
。

急
が
れ
る

二
次
救
急
病
院
の
整
備

　
第
2
に
、
緊
急
案
件
と
し
て
市
内

に
二
次
救
急
病
院
を
つ
く
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
平
均
　
分
、
と
い
う
長
い
救
急
搬

44

送
時
間
は
、
速
や
か
に
短
縮
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
安
全
・

安
心
に
関
わ
る
大
き
な
問
題
で
す
。

　
昨
年
度
、
千
葉
県
か
ら
病
床
配
分

を
受
け
、
二
次
救
急
を
計
画
し
て
い

る
医
療
機
関
に
対
し
て
は
、
計
画
ど

お
り
救
急
医
療
に
対
応
す
る
施
設
の

整
備
を
進
め
る
よ
う
、
市
と
し
て
も

強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

北
総
線
の
運
賃
値
下
げ
と

買
い
物
問
題
対
策

　
第
3
に
、
北
総
線
・
買
い
物
の
問

題
が
あ
り
ま
す
。

　
北
総
線
の
高
額
運
賃
が
改
善
さ
れ

な
い
限
り
、
市
の
発
展
は
望
め
ま
せ

ん
。
今
ま
で
以
上
に
、
積
極
的
に
鉄

道
事
業
者
や
国
・
県
に
働
き
か
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
印
西
市
は
、
北

総
鉄
道
株
式
会
社
の
株
主
で
す
の
で
、

同
じ
く
株
主
の
千
葉
県
を
は
じ
め
沿

線
市
と
も
連
携
し
、
運
賃
値
下
げ
の

た
め
積
極
的
に
行
動
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　
買
い
物
問
題
に
つ
い
て
は
、
高
花
、

西
の
原
、
い
に
は
野
、
滝
野
地
区
な

ど
か
ら
の
商
業
者
撤
退
に
よ
り
、
近

隣
住
民
の
多
く
が
不
満
を
持
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
既
存
地
区
で
も
、
車

を
運
転
し
な
い
人
た
ち
が
買
い
物
に

不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
の
み
な
さ
ん
を
救
済
す
る
た
め
の

対
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
、

市
内
公
共
交
通
の
充
実
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

子
育
て
先
進
都
市
へ
む
け
て
の

子
育
て
支
援

　
第
4
に
、
印
西
市
は
、
子
育
て
支

援
・
教
育
に
一
層
、
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。

　
保
育
の
現
状
に
お
い
て
、
保
育
園

待
機
児
童
の
解
消
、
学
童
ク
ラ
ブ
の

新
設
、
学
童
保
育
の
適
正
規
模
維
持

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
次
世
代

の
育
成
の
た
め
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

消
す
る
に
は
、
思
い
切
っ
た
予
算
の

投
入
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
プ
ー
ル
開
放
の
再

開
、
幼
稚
園
、
保
育
園
の
保
育
室
・

小
中
学
校
の
一
般
教
室
の
冷
房
化
、

私
立
幼
稚
園
へ
の
補
助
な
ど
、
子
育

て
支
援
・
教
育
政
策
に
は
、
早
急
に
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市
で
は
、
民
有
地
に
お
け
る
戸
建

て
住
宅
な
ど
の
除
染
受
け
付
け
を
、

　
月
か
ら
開
始
す
る
た
め
準
備
を
進

10め
て
い
ま
す
。

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
収
束
を
踏

ま
え
U
R
都
市
再
生
機
構
と
是
々

非
々
で
交
渉
を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
元
業
者
が
育
つ
仕
組
み
を
考
え
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
印
西
の
地
で
、
長
期
間
に

わ
た
っ
て
歴
史
と
文
化
を
背
負
い
地

域
に
根
ざ
し
た
生
活
を
し
て
き
た
高

齢
者
を
支
え
、
地
域
社
会
の
中
で
、

高
齢
者
の
出
番
を
増
や
し
、
世
代
を

超
え
た
交
流
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
政

策
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

興
　
興
　
興
　
興
　
興
　
興
　
興

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
・
解
決
し

「
新
し
い
印
西
市
」
を
つ
く
る
た
め

に
、
わ
た
し
は
、
市
民
の
声
に
し
っ

か
り
と
耳
を
傾
け
、
汗
を
か
き
、
懸

命
に
努
力
し
、
と
こ
と
ん
市
民
目
線

で
各
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
わ
た
し
の
政
治
理
念
は
、
市
民
み

な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
貴
重
な
税
金

を
無
駄
遣
い
せ
ず
、
子
育
て
・
福
祉
・

教
育
な
ど
市
民
の
み
な
さ
ん
の
た
め

の
施
策
に
還
元
す
る
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
誇

り
を
持
ち
、
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
印
西
市
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
声
に
し
っ

か
り
と
耳
を
傾
け
「
市
民
目
線
」
を

市
政
の
基
本
と
し
て
、
各
施
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
な
お
、
選
挙
公
約
に
も
掲
げ
ま
し

た
次
の
五
つ
の
課
題
に
つ
い
て
、
迅

速
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り

 市
民
目
線
で
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

 板
倉
正
直
市
長
 所
信
表
明

▲平成24年第3回印西市議会定例会（9月4日）で、
所信を表明する板倉市長

　
詳
し
く
は
、『
広
報
い
ん
ざ
い
』　10

月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問 
環
境
保
全
課
放
射
線
対
策
室
（
緯

内
線
3
6
6
～
3
6
8
）。

 民
有
地
の
除
染
受
け
付
け
を
　
月
か
ら
開
始

10

【還付金詐欺】
　最近、社会保険庁や保健センターの職員を名
乗り「保険証が発行できない」「還付が発生しま
した。」などと言い、ATM（自動現金預け払い機）
を操作させ、多額のお金を振り込ませる「還付
金詐欺」の電話が多数かかってきていますので
注意してください。
　公共機関（国・県・市など）からの還付、ま
たは各種手続きに際して、ATMの操作を指示
する事はありません。絶対に指示に従わないよ
うにしてください。
【振り込め金詐欺】
　息子や孫を装って「携帯電話の番号が変わっ
た」などとあらかじめうその電話番号を知らせ
ておき、後日「○○で急にお金が必要になった」
旨の電話をかけてくる「振り込め詐欺」も発生
していますので注意してください。
　不審な電話などがありましたらすぐに印西警
察署・生活安全課（緯碓42 0110）に連絡してくだ
さい。
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さ ぎ

葛拍手で出迎えられる初登庁
（7月30日）

　
7
月
の
印
西
市
長
選
挙
で
初
当
選
し
、
同
月
　
日
に
就
任

28

し
た
板
倉
正
直
市
長
。

　「
新
し
い
印
西
市
」
を
つ
く
る
た
め
、「
チ
ェ
ン
ジ
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
自
ら
の
公
約
に
沿
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

民
館
内
・
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

異
文
化
理
解
講
座

　
外
国
人
と
の
共
生
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
日
本
と
異
な
る
文
化
や
習

慣
な
ど
を
理
解
す
る
た
め
の
講
座
。

■時 
　
月
　
日
画
・
午
後
2
時
～
3
時

10

19

　
分
。

30■場 
船
穂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
。

噛
講
師
…
ケ
リ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏

（
ジ
ャ
マ
イ
カ
出
身
）。

■内 
市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
A

L
T（
外
国
人
英
語
講
師
）が
、
テ
ー

マ
に
そ
っ
た
母
国
紹
介
を
英
語
で
行

い
ま
す
（
通
訳
あ
り
）。

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

30
■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
左
記
ま

で
（
先
着
順
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
3
・
■メール k

ik
ak
u
k
a@
city

.in
zai.lg

.jp

）。

印
旛
地
区
選
挙
関
係
委
員
研
修
会

　
印
旛
郡
市
選
挙
管
理
委
員
会
連
絡

協
議
会
主
催
で
、
政
治
意
識
の
向
上

を
図
り
、
も
っ
て
明
る
い
選
挙
の
推

進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
講

演
会
を
開
催
。

■時 
　
月
4
日
牙
・
午
後
2
時
～
3
時

10
　
分
。

30■場 
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
文
化
ホ
ー

ル
（
酒
々
井
町
中
央
台
）。

■内 
テ
ー
マ
「
政
治
を
悪
く
し
た
の
は

誰
だ
概
」。

噛
講
師
…
花
田
紀
凱
氏
（
月
刊
「W

iL
L

」
編
集
長
）。

■対 
一
般
の
人
。
■費 
無
料
。　

■申 
当
日
自
由
参
加
。

※
受
講
希
望
者
多
数
の
場
合
は
受
講

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
る
の
で
、
事
前
に
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
酒
々
井
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
緯

0
4
3
―
4
9
6
―
1
1
7
1
・
内

線
2
1
2
）。

印
西
市
女
性
の
会
「
西
部
防
災

セ
ン
タ
ー
・
戸
定
邸
見
学
会
」

■時 
①
　
月
　
日
我
・
午
前
7
時
～
、

10

10

②
同
日
・
午
前
7
時
　
分
～

30

■場 
①
印
旛
支
所
（
美
瀬
）、
②
市
役
所

（
大
森
）
に
集
合
。

■内 
見
学
場
所
は
、
西
部
防
災
セ
ン

タ
ー
・
戸
定
邸
・
柴
又
（
昼
食
）・

矢
切
の
渡
し
。

■対 
市
内
在
住
の
人
。
■定 
　
人
。

30

■費 
2
街
5
0
0
円
（
バ
ス
代
、
昼
食

代
、
保
険
料
、
入
館
料
）。

■申 
9
月
　
日
峨（
必
着
）ま
で
に
、
往

25

復
は
が
き
に
①
住
所
②
氏
名
③
生
年

月
日
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、
左
記

へ
（
複
数
名
の
申
し
込
み
は
、
4
人

ま
で
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

■問 
印
西
市
女
性
の
会
・
岩
崎
成
子

（
〒
2
7
0
―
1
6
0
6
印
西
市
平

賀
学
園
台
3
―
1
7
―
7
・
緯
碓98 
2

4
8
7
・
胃
碓98 
0
1
4
1
）。

鎌
ス
タ
☆
北
海
道
祭

　
鎌
ケ
谷
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
イ
ー
ス

タ
ン
・
リ
ー
グ
公
式
戦
（
北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
対
千
葉
ロ
ッ

テ
マ
リ
ー
ン
ズ
）
と
あ
わ
せ
「
鎌
ス

タ
☆
北
海
道
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

主
催
、
北
総
線
沿
線
地
域
活
性
化
協

議
会
後
援
。

■時 
9
月
　
日
臥
、　
日
蚊
・
い
ず
れ

29

30

も
午
前
　
時
～
。

10

■場 
鎌
ケ
谷
ス
タ
ジ
ア
ム
。

※
新
鎌
ケ
谷
駅
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
。

■内 
北
海
道
を
テ
ー
マ
に
物
産
展
を
行

う
ほ
か
、
北
海
道
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ

ン
ト
を
数
多
く
ご
用
意
。

■費 
入
場
料
と
し
て
大
人
（
中
学
生
以

上
）
1
街
0
0
0
円
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
鎌
ケ
谷
ス
タ
ジ
ア
ム
（
緯
0
4
7

―
4
4
6
―
5
5
8
6
）。

家
庭
教
育
シ
ア
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
テ
ー
マ
に
即
し
た
教
材
を
鑑
賞
後
、

参
加
者
同
士
で
意
見
交
換
な
ど
を
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
価
値
観

を
理
解
し
合
い
、
家
庭
教
育
の
充
実

を
図
る
講
座
で
す
。

■時 
■場 
■内 
…
左
表
参
照
。

■対 
家
庭
教
育
に
関
心
の
あ
る
人
。

■定 
　
人
。

20
■申 
電
話
で
下
記
ま
で
。

■問 
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
中
央
公

 食中毒予防を呼びかけ市内をパレード 

平成２４年（２０１２）９月１５日号（２）

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

～
初
め
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
編
～

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）
の
初
歩
を
学

ぶ
講
座
で
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
、　
日
蚊
・
午
前
9

10

13

14

時
　
分
～
午
後
4
時
　
分
（
二
日

30

30

間
）。

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■定 
　
人
。
■費 
5
0
0
円
。

18
■申 
9
月
　
日
牙（
必
着
）ま
で
に
、
往

27

復
は
が
き
の
往
信
面
に
①
住
所
②
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
年
齢
④
性
別
⑤

電
話
番
号
を
記
入
し
、
左
記
ま
で

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）。

※
往
復
は
が
き
の
返
信
面
に
は
何
も

書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■問 
中
央
公
民
館
（
〒
2
7
0
―
1
3

2
7
印
西
市
大
森
3
9
3
4
―
1
・

緯
碓42 
2
9
1
1
）。

講
座
・
催
し

胸家庭教育シアターフォーラム胸
テーマ・上映作品会場日時

テーマ：
家庭教育と地域の支え
上映作品：
　　「いのち輝くとき」

中央公民館
10/3我・
10:00～
11:30

テーマ：
人権・いじめ・差別
上映作品：
「メッセージ 私たちと人権」

中央駅前
地域交流館

10/17我・
10:00～
11:30

　去る8月2日、食中毒予防の啓発を目的とした、
県内一斉の「食中毒予防パレード」が実施されまし
た。
　印西市では、印旛保健所と印西地区食品衛生組
合・印旛食品衛生組合のみなさんの共同による、広
報車でのパレード・啓発用リーフレットの配布など
を行い、食中毒の予防について呼びかけました。
　食中毒は年間を通して発生しています。これか
らの季節も家庭での衛生習慣を見直し、食中毒が
起こらないように気を付けましょう。

▲板倉市長とパレードに参加されたみなさん

　祭礼実施に伴い、期間中、下図の区
間で交通規制が行われます。みなさんの
ご協力をお願いします。

10/5画・10/6臥・10/7蚊

竹袋稲荷神社祭礼
交通規制にご協力を

排水機場場

至龍ヶ崎

※
障
害
者
割
引
は
、
一
般
料
金
よ
り

5
0
0
円
引
き
（
小
学
生
以
下
の
障

害
者
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
チ

ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障
害
者
手
帳
な

ど
に
よ
る
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
発

10

13

売
開
始
。
残
券
が
あ
る
場
合
は
、　10

月
　
日
峨
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で

16
電
話
受
付
開
始
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
（
開

12

22

11

場
は
　
時
　
分
）。

10

30

■費 
一
般
2
街
0
0
0
円
、
子
ど
も

（
0
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
）
5
0
0

円
（
全
席
指
定
・
発
売
初
日
の
み
1

人
6
枚
ま
で
）。

１２／２２
（土）

ク
リ
ス
マ
ス
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

■費 
大
人
3
街
5
0
0
円
、
子
ど
も

（
小
・
中
学
生
）
2
街
0
0
0
円
（
全

席
指
定
・
発
売
初
日
の
み
1
人
4
枚

ま
で
）。

※
障
害
者
割
引
は
料
金
か
ら
5
0
0

円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
学

生
証
ま
た
は
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ

る
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
文
化
ホ
ー
ル
と

イ
ー
プ
ラ
ス
（
■ＨＰ h

ttp
://e
p
lu
s

.jp

）
で
発
売
中
。

　
ド
イ
ツ
を
拠
点
に
、
世
界
で
活
躍

中
の
人
気
若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
リ
サ

イ
タ
ル
を
行
い
ま
す
。

■時 
　
月
4
日
蚊
・
午
後
3
時
～
（
開

11
場
は
2
時
　
分
）。

30

１１／４
（日）

ア
リ
ス
＝
紗
良
・
オ
ッ
ト
　

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

文化ホール
中 央 駅 前 地 域 交 流 館
小林公民館

そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ

の
際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
文

化
ホ
ー
ル
の
み
で
す
。

　市では、J1リーグで日々
奮闘している柏レイソルを、
ホームタウンとして応援し
ています。
　今年も「印西ホームタウン
デー」に、柏レイソル対川崎
フロンターレ戦が行われの
で、ぜひ応援してください。
■時 10月6日臥・午後3時
キックオフ。
■場 日立柏サッカー場（柏市日
立台1―2―50）。
■問 珂日立柏レイソル事業部
（緯04―7167―4355）。
※火～金曜日の午前10時～
午後5時のみ。
市企画政策課企画政策班（緯
内線471・472）。

９月25日蚊は
柏レイソ柏レイソルル

「印西ホームタ「印西ホームタウウンデー」ンデー」

　
今
夏
の
少
雨
の
影
響
で
利
根
川
水
系
上
流
ダ
ム
の
貯
水
量
が
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
天
候
に
よ
っ
て
は
、
更
に
深
刻
な
水
不
足
と
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

節水の 
 お願い
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

開
発
行
為
・
建
築
行
為
に
は

事
前
に
許
可
を

　
み
な
さ
ん
は
市
街
化
調
整
区
域
内

で
開
発
行
為
や
建
築
行
為
を
す
る
場

（
観
覧
席
で
昼
食
を
と
り
な
が
ら
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
）。

怯
体
験
ス
ポ
ー
ツ

■内 
▼
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
▼
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
▼
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
。

怯
そ
の
ほ
か

■内 
▼
体
力
測
定
▼
体
組
成
診
断
▼
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼
弓
道
協
会
公
開
練
習
。

碓伺 
注
意
…
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た
め
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
営
業
は
午

後
3
時
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■他 
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
松
山

下
公
園
総
合
体
育
館
内
・
緯
碓42 
8
4

1
7
）。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
な
ど
楽
し
め
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
9
月
　
日
画
、　
月
5
日
画
、　

28

10

12

日
画
・
い
ず
れ
も
午
後
7
時
～
9
時
。

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■対 
小
学
校
1
年
生
以
上
（
小
・
中
学

生
は
保
護
者
同
伴
）。

■費 
無
料
。

■他 
運
動
の
で
き
る
服
装
で
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
。

■申 
当
日
会
場
で
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
。

印
西
市
民
ペ
タ
ン
ク
教
室

■時 
9
月
　
日
華
・
午
前
　
時
～
（
受

22

10

け
付
け
9
時
　
分
～
）。

30

※
雨
天
予
備
日
　
日
臥
。

29

■場 
木
下
東
3
丁
目
公
園
。

■費 
無
料
。

■申 
開
催
日
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
F

A
X
で
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
・
轟
實

（
緯
碓42 
8
4
0
2
）。

市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

■時 
　
月
　
日
蚊
、　
日
蚊
、　
月
　

10

14

21

11

11

日
蚊
・
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
。

※
予
備
日
　
月
　
日
蚊
。

11

25

■場 
松
山
下
公
園
陸
上
競
技
場
。

■対 
印
西
市
を
本
拠
地
と
す
る
高
校
生

以
上
で
構
成
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
で
、
責
任
者
が
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
で
あ
る
こ
と
。

■定 
　
チ
ー
ム
。

12
■費 
1
チ
ー
ム
3
街
0
0
0
円
。

■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
電
話
で
左
記

28

へ
（
先
着
順
）。

※
受
け
付
け
は
、
9
月
　
日
臥
・
午

29

後
6
時
か
ら
、
船
穂
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
う
総
合
開
会

式
で
。

■問 
印
西
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
鈴
木
弘

之
（
緯
碓46 
0
1
4
6
）。

合
、
事
前
に
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
、
市
の
区
域
は
「
市
街
化
区

域
」
と
「
市
街
化
調
整
区
域
」
に
区

分
（
線
引
き
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
街
化
区
域
は
、
市
街
化
を
促
進

す
る
区
域
と
し
て
、
ま
た
、
市
街
化

調
整
区
域
は
こ
れ
を
抑
制
す
る
区
域

と
し
て
、
市
の
都
市
計
画
の
中
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市

街
化
調
整
区
域
内
に
は
原
則
と
し
て

建
築
物
を
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
築
に
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当

し
、
事
前
に
県
知
事
の
許
可
が
必
要

で
す
。

　
市
街
化
調
整
区
域
内
で
の
開
発
・

建
築
行
為
を
計
画
し
て
い
る
人
は
、

あ
ら
か
じ
め
建
築
課
開
発
建
築
班
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
街
化
区
域
内
で
も
面
積

が
5
0
0
㎡
以
上
の
開
発
行
為
は
、

原
則
と
し
て
許
可
が
必
要
で
す
。

■問 
建
築
課
開
発
建
築
班
（
緯
内
線
7

7
2
・
7
7
3
）。

（３）平成２４年（２０１２）９月１５日号

引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
■ＨＰ h

ttp
：
//a
s

n
o
ah
.n
o
o
r.jp
/

）。

怯
第
　
回
「
印
西
絵
画
展
」

13

　
印
西
市
絵
画
協
会
会
員
に
よ
る
日

本
画
、
洋
画
、
水
墨
画
を
展
示
。

■時 
　
月
4
日
牙
～
　
日
蚊
・
午
前
　

10

14

10

時
～
午
後
4
時
。

※
8
日
華
、
9
日
峨
は
休
館
。
初
日

は
午
後
1
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後

3
時
　
分
ま
で
。

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央
南
）。

■費 
無
料
。

■問 
印
西
市
絵
画
協
会
・
藤
田
（
緯
碓46 

0
6
9
8
）。

怯
家
庭
内
傾
聴
講
座

　
基
本
的
な
聴
き
方
を
実
体
験
。
聴

き
方
を
変
え
れ
ば
、
子
ど
も
は
心
の

中
を
話
し
て
く
れ
ま
す
。

■時 
　
月
5
日
画
、　
日
画
、　
月
2

10

19

11

日
画
、　
日
画
・
い
ず
れ
も
午
前
　

16

10

時
～
午
後
3
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館

（
中
央
南
）。

■対 
不
登
校
の
子
ど
も
を
持
つ
家
族
。

■定 
　
人
。

30

怯
第
　
回
原
っ
ぱ
の
会
自
然
観

11

察
会
「
き
の
こ
の
観
察
会
」

　
森
の
中
の
キ
ノ
コ
を
一
緒
に
探
し

ま
せ
ん
か
。
公
益
財
団
日
野
自
動
車

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
助
成
。

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
～
　
時

16

11

　
分
。

30※
荒
天
の
場
合
は
、　
日
華
に
順
延
。

17

■場 
白
井
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
に
集
合
。

噛
講
師
…
平
尾
信
三
氏
（
森
林
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）。

■費 
1
0
0
円
（
資
料
、
保
険
代
）。

■対 
一
般
　
人
（
先
着
順
）。

20

■他 
飲
み
物
、
帽
子
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、

軍
手
を
持
参
。

■問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ

と
森
の
会
・
山
田
（
緯
碓47 
0
5
6
3
）。

怯
犬
・
猫
譲
渡
会

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

23

11

2
時
。

■場 
B
Ⅰ
G
H
O
P
駅
前
ビ
レ
ッ
ジ

（
原
）。

■他 
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物
の

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
2
0
1
2

■時 
　
月
8
日
華
・
午
前
9
時
　
分
～
。

10

45

※
雨
天
の
場
合
（
屋
外
種
目
を
除
き

実
施
）。

■場 
松
山
下
公
園
（
浦
部
）。

【
参
加
者
募
集
】

怯
松
山
下
公
園
マ
ラ
ソ
ン

　
①
小
学
生
以
下
の
部
（
1
・
5
㎞
）。

②
中
学
生
以
上
の
部
（
3
娃
）。

■時 
①
午
後
1
時
　
分
ス
タ
ー
ト
。
②

30

午
後
2
時
ス
タ
ー
ト

■定 
①
②
と
も
に
　
人
（
先
着
順
）。

30

怯
ヨ
ガ
教
室

■時 
午
前
　
時
～
、
午
後
1
時
～
。

10

■定 
各
　
人
（
先
着
順
）。

30

怯
ち
び
っ
こ
テ
ニ
ス
教
室

■対 
初
心
者
・
経
験
者
問
わ
ず
。

■定 
　
人
（
先
着
順
）。

40
怯
①
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス

■時 
午
前
　
時
～
。

10

■対 
1
歳
未
満
幼
児
と
保
護
者
。

怯
②
ヨ
チ
ヨ
チ
レ
ー
ス

■時 
午
前
　
時
　
分
～
。

10

40

■対 
2
歳
未
満
幼
児
と
保
護
者
。

怯
③
就
学
前
児
童
　
m
競
走

20

■時 
午
前
　
時
　
分
～
。

11

20

■対 
就
学
前
児
童
と
保
護
者
。

【
①
②
③
共
通
】

■定 
　
組
。

40
■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
松
山
下
公
園

28

総
合
体
育
館
、
印
旛
公
民
館
（
瀬
戸
）、

本
埜
公
民
館
（
中
根
）
ま
で
。

※
申
込
用
紙
は
、
各
窓
口
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
可
。

怯
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ

■内 
▼
F
L
Y
ス
リ
ッ
パ
▼
ド
ッ
ジ

ビ
ー
ス
ロ
ー
▼
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
№
1

▼
縄
跳
び
の
達
人
▼
ア
プ
ロ
ー
チ

シ
ョ
ッ
ト
。

怯
観
る
ス
ポ
ー
ツ

　
正
午
か
ら
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
観
客

席
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
技
を
披
露

ス
ポ
ー
ツ

356356

464

464

　9月25日峨・午前10時に市道物木滝線が全線開通します。
　今回開通する市道は、滝地先の主要地方道千葉臼井印西線と
小林大門下地先の市道を結ぶ延長約700mで、片側1車線の両側
に歩道が設置されています。
　今回の開通により、小林地域と牧の原地域のアクセスが向上
し、この地域の発展に寄与されることが期待されます。
■問 建設課建設班（緯内線726）。

市道物木滝線が全線開通 ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
英

都
市

■費 
5
0
0
円（
保
険
料
、レ
ジ
ュ
メ
代
）。

■申 
事
前
に
左
記
へ
（
当
日
参
加
可
）。

■問 
M
・
T
ね
っ
と
わ
ー
く
・
土
佐
（
■携 

0
9
0
―
2
9
0
4
―
3
1
8
7
・

■メール 
 he

re
an
d
n
o
w
m
@
y
ah
o
o

.co
.jp

）。

怯
富
さ
ん
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

■時 
9
月
　
日
臥
、　
日
蚊
、　
日

15

23

29

臥
・
午
後
1
時
　
分
～
3
時
　
分

30

30

（
雨
天
室
内
）。

■場 
北
総
花
の
丘
公
園
・
花
と
緑
の
文

化
館
2
階
多
目
的
室
（
原
山
）。

■内 
屋
内
「
正
し
い
歩
き
方
実
技
」。

屋
外
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
4
㎞
」。
内

容
は
毎
回
変
更
。

噛
講
師
啻
富
所
正
史
氏
（
健
康
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
指
導
士
）。

■対 
　
歳
以
上
。

40
■定 
　
人
（
当
日
受
け
付
け
）。

20
■費 
一
回
1
街
0
0
0
円
（
体
験
可
）。

■問 
富
所
（
■携 
0
9
0
―
9
6
4
6
―

1
2
2
5
）。

怯
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
第
　
回
定
期
演
奏
会

14

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
～
（
開

10

14

場
は
1
時
　
分
～
）。

30

■場 
白
井
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
。

■内 
交
響
曲
第
5
番
（
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
）、
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
ト
長
調

（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
）
ほ
か
。

■費 
8
0
0
円
（
当
日
券
の
み
）、
小
・

中
学
生
無
料
。
全
席
自
由
。

【
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

■定 
　
組
　
人

20

40

■申 
　
月
1
日
俄（
必
着
）ま
で
に
往

10
復
は
が
き
の
返
信
面
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
ご
覧
の
情
報
誌
名
・

「
定
演
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
希

望
」を
明
記
し「
〒
2
7
0
―
1
4

2
4
白
井
市
堀
込
2
―
2
中
銀
白
井

マ
ン
シ
オ
ン
管
理
事
務
所
気
付
」へ

郵
送（
当
選
者
発
表
は
、返
信
は
が

き
で
通
知
）。

■問 
石
川
（
緯
0
4
7
―
4
9
2
―
7

7
0
9
）。

　「全日本大学
女子駅伝対校
選手権大会」の
出場権を争う
この大会は、
国道464号線・
南環状線を周
回する30.6km
のコースで開
催されます。

第18回「関東大学女子駅伝対校選手権大会第18回「関東大学女子駅伝対校選手権大会」」

【スタート】東京電機大学。
【中継所】高花郵便局前、西の原小学校付近、東京電機大学。
【フィニッシュ】高花郵便局前。
■時 9月30日蚊・午前9時30分～正午（予定）。
※当日、沿線周辺は交通規制が行われます。ランナーなどが沿線を通行す
る際には大変ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いします。
■問 スポーツ振興課振興班（松山下公園総合体育館内・緯碓42 8417）。

開通箇所

コンビニエンス
ストア

市道物木滝線

小林中学小林中学校校

小林小林駅駅

至 栄町

小林牧小林牧場場

主要地方道
千葉臼井印西線

至 印西市役所

コース図

原山中

内野小

高花郵便局

西
の
原

西
の
原
小小

東
京
電
機
大

東
京
電
機
大
学学

千葉ニュータウン中央駅

県
道
千
葉
竜
ヶ
崎

県
道
千
葉
竜
ヶ
崎
線線

中
継

中継・フィニッシュ

スタート・
中継



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

■場 
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
地
域
交
流
館
。

■費 
無
料
。

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
。　

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

2
6
8
）。

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（
初
級
編
）

　「
声
の
広
報
」
を
作
成
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。

　
市
の
広
報
を
録
音
す
る
な
ど
、
視

覚
障
害
を
持
つ
人
に
分
か
り
や
す
く

情
報
を
伝
え
る
音
声
訳
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
録
音
機
器
操
作
に
興
味

が
あ
る
人
も
ど
う
ぞ
。

■時 
　
月
　
日
峨
、　
日
峨
、　
月
6

10

16

23

11

日
峨
、　
日
峨
、　
月
4
日
峨
・
午

20

12

後
1
時
　
分
～
3
時
　
分
（
6
回
）。

30

30

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
1
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）。

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
へ
（
先
着

順
）。

■問 
印
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
緯
碓42 

0
2
9
4
）。

「
高
次
脳
機
能
障
害
の

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
～
集
団
訓
練
に
つ
い
て
～
」

　
東
葛
菜
の
花
「
高
次
脳
機
能
障
害

者
と
家
族
の
会
」
が
主
催
す
る
講
演

会
が
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

23

30

4
時
。

■場 
松
戸
市
健
康
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い

　
・
3
階
研
修
室
（
松
戸
市
）。

22■内 
旭
神
経
内
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
に
よ
る
講
演
と
実
技
。

噛
講
師
…
溝
渕
敬
子
氏
（
神
経
内
科

医
師
）、
平
山
淳
一
氏
（
言
語
聴
覚

士
）、
斯
波
純
子
氏
（
臨
床
心
理
士
）。

■定 
　
人
（
先
着
順
）。

80
■費 
無
料
。

■問 
綿
貫
吉
治
（
緯
0
4
―
7
1
7
4

―
3
9
9
8
・
胃
0
4
―
7
1
7
4

―
3
9
9
8
）。

3
5
5
）。

※
セ
ミ
ナ
ー
内
容
な
ど
詳
し
く
は
左

記
へ
。

■問 
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
緯
0
4
3
―
2
4
5
―
9
4

2
0
）。

役
立
つ
！
中
高
年
の
再
就
職
支

援
セ
ミ
ナ
ー
＆
生
活
就
労
相
談
会

　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
が
、
就
職
ま
で
の
悩

み
や
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
応
募

書
類
の
書
き
方
や
面
接
の
受
け
方
な

ど
、「
就
職
ス
キ
ル
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
と
生
活
就
労
に
関
す
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
就
労
相
談
は
雇

用
保
険
受
給
者
の
活
動
実
績
と
な
り

ま
す
（
生
活
相
談
は
除
く
）。

■時 
　
月
　
日
画
・【
セ
ミ
ナ
ー
】
午

10

26

前
　
時
～
　
時
　
分
、【
生
活
就
労

10

12

30

相
談
会
】
午
前
　
時
～
午
後
4
時
。

10

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

■対 
お
お
む
ね
　
～
　
歳
。

40

65

■定 
【
セ
ミ
ナ
ー
】　
人
、【
生
活
就

30

労
相
談
会
（
年
齢
問
わ
ず
）】
6
人
。

※
午
前
ま
た
は
午
後
の
み
の
参
加
可
。

■申 
電
話
で
市
経
済
政
策
課
経
済
政
策

班
（
緯
内
線
3
5
5
）
ま
で
。

※
セ
ミ
ナ
ー
内
容
な
ど
詳
し
く
は
左

記
へ
。

■問 
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
。

長
）。

■費 
無
料
。

■問 
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
・

内
科
医
局
秘
書
（
緯
碓99 
1
1
1
1
）。

平成２４年（２０１２）９月１５日号（４）

　
日
嘘
　
月
　
日
、　
月
1
日
の
土

17

11

24

12

曜
日
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午

10

（
受
け
付
け
は
9
時
　
分
～
）。

45

■場 
臼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
渦

中
央
駅
前
地
域
交
流
館
嘘
ふ
れ
あ
い

文
化
館
。

■内 
手
話
の
あ
い
さ
つ
、
名
前
、
趣
味
、

住
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法

な
ど
。

噛
講
師
…
印
西
市
聴
覚
障
害
者
協
会
。

■対 
中
学
生
以
上
。

■定 
各
会
場
と
も
　
人
。

20

■申 
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

※
人
数
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
当
日

の
申
し
込
み
可
能
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
9
・
胃
碓42 
0
3
8
1
）。

地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
事
業

心
の
整
理
術

～
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
相
談
～

　
発
達
障
が
い
・
精
神
障
が
い
な
ど

の
た
め
に
、
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の

家
族
に
対
し
、
対
面
相
談
と
ソ
ー

シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
ペ

ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
含
む
）

を
実
施
し
ま
す
（
要
予
約
）。

■時 
9
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
　
分
～

25

30

　
時
　
分
。

11

30

家
庭
的
保
育
事
業
を
始
め
ま
す

　
近
年
、
市
で
は
保
育
園
へ
入
園
で

き
な
い
乳
幼
児
、
い
わ
ゆ
る
待
機
児

童
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
家
庭
的
保
育
事
業
（
保
育
マ
マ
事

業
）
は
、
こ
う
し
た
待
機
児
童
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
一
方
策
と
し
て
、

市
の
認
定
を
受
け
た
事
業
者
（
家
庭

的
保
育
者
）
が
、
そ
の
居
宅
な
ど
で

3
歳
未
満
の
小
人
数
の
乳
幼
児
を
家

庭
的
な
環
境
で
保
育
す
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
保
育
園
に
入
園
で
き
な

い
児
童
を
対
象
に
原
山
地
区
の
集
合

住
宅
で
、　
月
1
日
俄
か
ら
、
家
庭

10

的
保
育
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
保
育
園
の
入
園
申
し
込

み
を
行
っ
た
が
、
入
園
で
き
な
か
っ

た
ご
家
庭
に
対
し
て
、
ご
案
内
し
て

い
く
予
定
で
す
。

■問 
保
育
課
保
育
班
（
緯
内
線
2
2
1

～
2
2
3
）。

手
話
の
体
験
講
座

　
～
手
話
は
目
で
見
る
言
葉
～

■時 
臼
　
月
　
日
、　
日
渦
　
月
　
日
、

10

13

27

11

10

パート衛

福
祉

健
康

月
　
日
峨
・
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

13
詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
。

※
「
ち
ょ
こ
っ
と
相
談
」
希
望
者
は

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■問 
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
（
緯
0
4
7

―
4
2
6
―
8
4
7
1
）、
印
西
市

経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
（
緯
内
線

3
5
5
）。

子
育
て
お
母
さ
ん
の
再
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
＆
生
活
就
労
相
談
会

　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
が
、
就
職
ま
で
の
悩

み
や
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
求
人

情
報
収
集
か
ら
面
接
の
受
け
方
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
、「
就
職
ス
キ

ル
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と

生
活
就
労
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
就
労
相
談
は
雇
用

保
険
受
給
者
の
活
動
実
績
と
な
り
ま

す
（
生
活
相
談
は
除
く
）。

■時 
　
月
　
日
峨
・【
セ
ミ
ナ
ー
】
午

10

16

前
　
時
～
　
時
　
分
、【
生
活
就
労

10

12

30

相
談
会
】
午
前
　
時
～
午
後
4
時
。

10

※
午
前
ま
た
は
午
後
の
み
の
参
加
可
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

■定 
【
セ
ミ
ナ
ー
】　
人
、【
生
活
就

30

労
相
談
会
（
男
女
年
齢
問
わ
ず
）】

6
人
。

※
託
児
あ
り
（
　
人
ま
で
。
要
予

10

約
）。
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■申 
電
話
で
市
経
済
政
策
課
（
緯
内
線

面
接
練
習
セ
ミ
ナ
ー
　
白
井

in

　
若
者
の
就
職
支
援
施
設
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ち
ば
」
と
白
井
・
印
西
・
鎌

ケ
谷
の
3
市
が
共
催
で
、
就
職
活
動

に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
連
続
で
開
催

し
ま
す
。

　
2
回
目
の
今
回
は
、
面
接
の
ポ
イ

ン
ト
を
理
解
し
、
入
室
か
ら
退
室
ま

で
の
面
接
の
流
れ
を
実
践
練
習
し
ま

す
。「
面
接
初
心
者
」
に
お
す
す
め

で
す
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
個
別
相
談

「
ち
ょ
こ
っ
と
相
談
（
1
人
　
分
程

10

度
）」
や
求
人
情
報
一
覧
表
の
閲
覧

も
で
き
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
峨
・
午
後
1
時
～
3
時

25

　
分
（
開
始
　
分
前
集
合
）。

30

10

■場 
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
（
白
井
駅
か

ら
徒
歩
3
分
）。

■対 
就
職
を
希
望
し
て
い
る
　
～
　
歳

15

39

ま
で
の
人
。

■定 
　
人
。

20
■他 
今
後
の
開
催
予
定
…
地
元
で
就
職

応
援
ツ
ア
ー
（
バ
ス
ツ
ア
ー
）。　11

働
く

献血　献血にに
ご協力　　ご協力をを

　みなさんのあたたかい善
意を心からお待ちしています。

■時 ９月２６日我・午前10時～

11時45分、午後1時～4時。

■場 市役所1階ロビー。

　なお、安全な血液供給実施

のため献血条件などがありま

すので、問い合わせは下記ま

で。

■問 健康増進課総務班（中央保

健センター内・緯碓42 5595）、

千葉県赤十字血液センター推

進課（緯047―457―9927）。

歯
み
ん
ぐ
・
カ
ミ
ン
グ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
8
0
2
0

　
印
旛
郡
市
歯
科
医
師
会
印
西
地
区

共
催
の
歯
科
保
健
推
進
イ
ベ
ン
ト

『
歯
み
ん
ぐ
・
カ
ミ
ン
グ
・
8
0
2

0
』
を
開
催
。
乳
幼
児
か
ら
大
人
ま

で
、
楽
し
み
な
が
ら
歯
の
健
康
に
つ

い
て
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
参
加
者
に
は
歯
に
関
す
る
グ
ッ
ズ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

家
族
み
ん
な
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
い
ん
ザ
イ
君
が
登
場
。
写

真
も
撮
影
で
き
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

30

10

3
時
。

■場 
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
店
3
階
）。

■費 
無
料
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

第
1
回
胸
や
け
・
つ
か
え
感
教
室

■時 
　
月
6
日
臥
・
午
後
2
時
～
 3
時

10
　
分
。 

30■場 
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院

（
鎌
苅
）。

噛
講
師
…
岩
切
勝
彦
氏
（
日
本
医
科

大
学
千
葉
北
総
病
院
消
化
器
内
科
部

 防災行政無線の
無料テレホンサービス 

　防災行政無線から放送された内
容を確認するためのテレホンサー
ビス（フリーアクセス）が無料で聞
くことができます。放送内容が分
からなかったときや、もう一度聴
きたいときは、

緯0800―800―0864

をご利用ください。操作方法の説
明は、メッセージで確認できます。
※これまでの防災行政無線テレホ
ンサービス（緯碓40 2900）を利用し
た場合、通話料は利用者負担とな
ります。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

　去る7月28日、印西市消防団第9分
団第4部（吉高）が「千葉県消防操法大
会」小型ポンプの部に印旛支部代表とし
て出場し、努力賞を獲得しました。
　当日は気温30℃ を超える猛暑。選手
のみなさんは積み重ねてきた訓練成果を
発揮し、躍動感のある操法演技を披露し
ました。応援していただいたみなさん、
ありがとうございました。

千葉県消防操法大会で入賞
印西市消防団第9分団第4部（吉高）

▲競技に臨む第9分団第4部の選手のみなさん
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

　市および印西地区環境整備事業組合では、家庭から排出され
るプラスチック製容器包装の分別収集を実施し、再資源化に努
めています。プラスチック製容器包装用ごみは、水ですすぐな
ど付着している固形物を取り除き、乾かしてから、指定袋（薄
黄色）に入れ、口を縛って資源物の日に集積所へ出してください。
　今後もごみの減量化・資源化のため適正排出にご理解とご協
力をお願いいたします。
【プラスチック製容器包装とは】
　主としてプラスチック製の容器包装
（ペットボトルを除く）であって、商品
を入れたもの（容器）や包んだもの（包
装）で、商品を使いきり、商品と分離
された場合に不要となるものです。基
本的に「プラスチック製容器包装」に
は、プラマーク（右）が表示されています。
【プラスチック製容器包装の具体例】
葛お菓子の外袋、個別包装、包装フィルムなど葛シャンプー、食
器洗剤、ソースなどのボトル容器葛卵パック、とうふパック、弁
当容器、プリンなどの容器葛肉・魚などの食品用トレイ、お菓
子・カレーのルーなどの仕切りトレイ葛マヨネーズ、ねりわさび、
洗顔料、歯磨きなどのチューブ容器葛家電製品などの梱包（こん
ぽう）に使われている発泡スチロール製の緩衝材など。
【プラスチック製容器包装に該当しないもの】
　プラスチック製の洗面器やバケツ、ビニール製のおもちゃ、
ビデオテープ・コンパクトディスクなど、材質はプラスチックで
も、容器や包装でないものは「燃やすごみ」として排出してく
ださい。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）。

ごみの分別大事典シリーズ蔚

プラスチック製容器包装の適正排出にご協力を！

（５）平成２４年（２０１２）９月１５日号

く
す
す
ぎ
乾
い
た
も
の
を
ご
使
用
く

だ
さ
い
）。

②
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
は

し
っ
か
り
と
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

③
廃
食
油
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入

れ
た
ま
ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
・
機
械
油
な
ど

食
用
以
外
の
油
や
飲
食
店
な
ど
か
ら

の
油
は
対
象
外
で
す
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
3
）。

生
ご
み
処
理
容
器
、

　
処
理
機
購
入
補
助
金
制
度

　
一
般
家
庭
か
ら
毎
日
排
出
さ
れ
る

生
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
た
め

処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
、
E
M
容

器
な
ど
）
や
処
理
機
（
乾
燥
型
、
バ

イ
オ
型
な
ど
）
を
購
入
し
た
人
に
、

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
市
か
ら

交
付
し
て
い
ま
す
。

胸
補
助
限
度
額
…
購
入
費
の
3
分
2
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
左
記
へ
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
。

犬
・
猫
の

不
妊
・
去
勢
手
術
普
及
助
成
事
業

　
花
千
葉
県
獣
医
師
会
と
苛
千
葉
県

動
物
保
護
管
理
協
会
で
は
、
捨
て

犬
・
捨
て
猫
な
ど
の
不
幸
な
動
物
を

な
く
す
た
め
に
、
不
妊
・
去
勢
手
術

普
及
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■申 
9
月
　
日
牙
～
　
日
我
（
当
日
消

20

26

印
有
効
）
ま
で
に
、
専
用
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
花
千
葉

県
獣
医
師
会
へ
郵
送
。

※
申
込
用
紙
は
、
花
千
葉
県
獣
医
師

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
。

■問 
花
千
葉
県
獣
医
師
会
（
緯
0
4
3

―
2
3
2
―
6
9
8
0
・
■ＨＰ h

ttp
:/

/w
w
w
.cp
v
m
a.co
m
/

）。

苛
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会
（
緯

0
4
3
―
2
1
4
―
7
8
1
4
・
■ＨＰ 

h
ttp
://w

w
w
.c
-a
n
im
a
l.j

p

）。
「
企
画
提
案
型
協
働
事
業
」

　
公
開
審
査
会
（
第
3
次
審
査
）

　
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
で
は

「
企
画
提
案
型
協
働
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
第
2
次
審
査
を
通
過

し
た
企
画
提
案
の
公
開
審
査
会
（
第

3
次
審
査
）
を
開
催
。
来
年
度
の
事

業
化
を
目
指
し
、
行
政
と
の
パ
ー
ト

費
）。
入
場
は
無
料
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
N
P
O
法
人
フ
リ
マ
推
進
ネ
ッ
ト

（
■携 
0
9
0
―
1
8
4
8
―
9
4
1
5
）。

怯
青
空
保
育
「
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ス
」

メ
ン
バ
ー
募
集

■時 
　
月
～
平
成
　
年
2
月
の
水
曜
日

10

25

（
初
回
　
月
3
日
我
は
永
治
プ
ラ
ザ

10

で
開
催
）。

■内 
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
音
楽
会
ほ
か
。

■費 
1
2
街
0
0
0
円
（
各
会
講
習
費
、

茶
菓
代
な
ど
含
む
）。

■他 
初
回
は
ベ
ビ
ー
マ
ッ
ト
、
筆
記
用

具
持
参
。

■申 
9
月
　
日
峨
ま
で
に
電
話
、
F
A

25

X
（
母
子
氏
名
・
子
の
生
年
月
日
・

住
所
・
連
絡
先
を
明
記
）
で
左
記
へ
。

■問 
「
青
空
保
育
」・
関
口
（
緯
／
胃

碓47 
0
0
4
9
）。

怯
下
総
航
空
基
地
開
設
記
念
行
事

　
航
空
機
展
示
や
吹
奏
楽
な
ど
を
行

い
ま
す
（
ペ
ッ
ト
の
同
行
は
不
可
）。

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
午
後

29

4
時
（
状
況
に
よ
り
予
告
な
く
中
止

に
な
る
場
合
あ
り
）。

■場 
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
（
柏

市
藤
ヶ
谷
1
6
1
4
―
1
）。

※
北
総
線
新
鎌
ヶ
谷
駅
か
ら
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
。

■問 
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
（
緯

0
4
―
7
1
9
1
―
2
3
2
1
）。

怯
そ
う
ふ
け
っ
ぱ
ら
の
キ
ツ
ネ

に
出
会
う
里
山
散
策
シ
リ
ー
ズ

「
第
一
回
秋
の
草
花
と
虫
の
声
」

　
秋
の
野
草
を
楽
し
み
、
み
ん
な
で

い
っ
し
ょ
に
秋
の
虫
の
合
奏
に
耳
を

傾
け
ま
し
ょ
う
。

■時 
9
月
　
日
華
・
午
後
4
時
～
午
後

22

6
時
　
分
（
雨
天
中
止
）。

30

■場 
北
総
線
印
西
牧
の
原
駅
北
口
ロ
ー

タ
リ
ー
に
集
合
。

■対 
小
学
生
以
上
～
大
人
（
小
学
生
は

親
子
同
伴
）

■定 
　
人
。

40
■費 
2
0
0
円
（
保
険
料
な
ど
）。

■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
、
電
話
ま
た

21

は
メ
ー
ル
で
左
記
へ
。

■問 
亀
成
川
を
愛
す
る
会
・
竹
内
（
■携 

0
9
0
―
3
9
0
7
―
8
3
5
5
・

■メール k
am
e
n
arilo

v
e
@
y
ah
o
o
.

co
.jp

）。

怯
B
I
G
H
O
P
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

30

10

3
時
。

■場 
B
I
G
H
O
P
ガ
ー
デ
ン
モ
ー
ル

印
西
（
駅
前
ビ
レ
ッ
ジ
）

■費 
2
街
0
0
0
円
（
出
店
者
参
加

木
刈
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
で

廃
食
油
の
拠
点
回
収
を
開
始

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
な
ら
び
に
水
質
保
全
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
た
め
、
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
食
用
油
（
廃
食
油
）
の
拠
点
回

収
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
新
た
に

8
月
1
日
か
ら
、
木
刈
フ
レ
ン
ド

リ
ー
プ
ラ
ザ
で
廃
食
油
の
拠
点
回
収

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
廃
食
油
は
、
石
け
ん
、
イ
ン
ク
な

ど
の
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
が
可

能
で
す
。
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

胸
回
収
時
間
…
各
回
収
場
所
の
開
館

時
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

胸
回
収
場
所
…
市
内
　
カ
所
。

14

▼
市
役
所
ク
リ
ー
ン
推
進
課
▼
船
穂

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▼
 中
央

公
民
館
▼
永
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
▼
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

▼
ふ
れ
あ
い
文
化
館
▼
中
央
駅
前
地

域
交
流
館
▼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
印
旛
支
所
▼
本
埜
支
所
▼
印
旛
公

民
館
▼
滝
野
出
張
所
▼
平
賀
出
張
所

▼
木
刈
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
。

胸
排
出
方
法
…
臼
揚
げ
カ
ス
な
ど
を
、

取
り
除
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
よ

環
境

そ
の
ほ
か

　「印西おもちゃの病院」では、原則無償でおもちゃの修理
を行っています。しかし、修理するための部品が足りず、治
すことができないおもちゃもたくさんあります。
　当院では、こうしたおもちゃへ「臓器提供」のように、部
品を提供するため、みなさんのお家に眠っている、いらなく
なったおもちゃの提供をお願いしています。
　ご寄付は下記の会場で受け付けています。
■時 ①第一土曜日②第二金曜日③第三金曜日④第三土曜日。
■場 ①中央駅前地域交流館②ふれあいセンターいんば③総合福
祉センター④草深ふれあいの里。
※会場以外での修理の受け付けは、総合福祉センター内ボラ
ンティア協議会で、平日・午前9時～午後5時に実施。
■問 印西おもちゃの病院・言後（緯碓42 4871・■携 090―7240
―975・■メール gongo@mvc.biglobe.ne.jp）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
衛

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
市
民
活
動
団

体
の
提
案
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
5
日
画
・
午
後
2
時
～
。

10
■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■定 
　
人
（
当
日
先
着
順
）。

30
■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
（
緯
内
線
3
4
5
・
■メール sim

in
k

atu
d
o
u
@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

N
P
O
融
資
活
用
塾

　
N
P
O
法
人
A
C
O
B
A
の
企
画

に
よ
り
、
財
務
・
会
計
の
理
解
の
仕

方
や
N
P
O
の
資
金
調
達
事
例
を
紹

介
。
近
隣
N
P
O
と
の
交
流
も
あ
り

ま
す
。

■時 
9
月
　
日
画
・
午
後
2
時
～
4
時
。

21

■場 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
中
央

南
・
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号

館
）。

■内 
▼
簿
記
の
知
識
が
な
く
て
も
で
き

る
自
己
診
断
や
財
務
管
理
の
ポ
イ
ン

ト
解
説
▼
老
舗
N
P
O
の
資
金
調
達

事
例
紹
介
▼
近
隣
N
P
O
と
の
情

報
・
意
見
交
換
。

■定 
　
人
（
当
日
先
着
順
）。

30
■費 
無
料
。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓48 

4
5
0
0
・
■メール i.sh

ie
n
ce
n
te
r

@
m
in
o
s.o
cn
.n
e
.jp

）。

市
民
活
動
団
体
意
見
／
情
報
交
換
会

　「
同
じ
よ
う
な
目
的
で
活
動
し
て

い
る
団
体
と
、
情
報
交
換
の
場
が
ほ

し
い
」
そ
ん
な
声
に
応
え
て
開
催
し

ま
す
。

　
第
1
回
の
テ
ー
マ
は
「
子
ど
も
」。

市
内
に
は
、
子
ど
も
の
通
学
や
育
児

を
助
け
る
な
ど
、
子
ど
も
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
あ
り
ま
す
。
ど

な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
9
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
正
午
。

26

10

■場 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
。

■対 
子
ど
も
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
お
よ
び
活
動
に
興
味
の
あ

る
市
民
。

■定 
　
人
（
当
日
先
着
順
）。

20
■費 
無
料
。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
。

　
月
か
ら
防
災
行
政
無
線
の
放
送
時
間
を
変
更

10【
変
更
前
】
午
後
5
時
　
革
　【
変
更
後
】
午
後
4
時
　
分
30

※
正
午
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

■問 
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線
4
5
4
）。

　米の安全性・円滑な流通に資するため、
市では、市内水田38カ所で放射性物質
検査を実施しました。
　結果は、すべての検査場所で検出せず
となり、安全性を確認。
出荷・販売・譲渡・贈答ができるように
なりました。消費者のみなさんも安心
してご購入く
ださい。
　検査結果の
詳細について
は、市 ホ ー ム
ページもしく
は、下記まで。
■問 農政課農政
班（緯内線371・
372）。

結果は「検出せず「検出せず」」
印西産の米の放射性物質検印西産の米の放射性物質検査査

印西のお米は安全です。
いっぱい食べてくだサイね！
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の
下
で
は
、
同
時
に
「
こ
ど
も

棒
高
跳
び
教
室
」
が
行
わ
れ
、

ア
カ
デ
ミ
ー
の
メ
ン
バ
ー
が

ポ
ー
ル
の
持
ち
方
や
跳
び
方
を

丁
寧
に
指
導
。
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
そ
う
に
跳
ん
で
い

ま
し
た
。
取
材
に
応
じ
て
く
れ

た
小
2
の
男
の
子
は
「
楽
し

い
！
」
の
一
言
を
残
し
、
す
ぐ

に
順
番
待
ち
の
列
に
走
っ
て
行

き
ま
し
た
。
余
程
楽
し
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
ね
。

　
こ
の
日
、
澤
野
選
手
は
5
m

　
唖
を
跳
べ
ず
無
念
の
脱
落
。

20代
わ
り
に
川
口
直
哉
選
手
（
モ

ン
テ
ロ
ー
ザ
所
属
）、
永
田
純

也
選
手
（
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ポ
ー

ツ
所
属
）
が
、
5
m
　
唖
を
見

20

事
ク
リ
ア
し
、
続
い
て
5
m
　30

唖
に
挑
戦
。
残
念
な
が
ら
、
共

に
失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
各
部
門
の
上

位
選
手
に
金
・
銀
・
銅
メ
ダ
ル

が
授
与
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
選

　
先
生
の
教
え
子
た
ち
の
中
に
は
、

日
本
記
録
保
持
者「
エ
ア
ー
大
地
」

こ
と
澤
野
大
地
選
手
（
富
士
通
所

属
）
が
い
ま
す
。
今
回
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
は
残
念
な
が
ら
選
出
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
本
を
代

表
す
る
ボ
ー
ル
タ
ー

（
棒
高
跳
選
手
）
で

す
。
今
回
も
参
加
し
、

会
場
中
が
見
守
る
中
、

5
m
　
唖
に
挑
戦
。

10

2
回
失
敗
し
つ
つ
も

3
回
目
で
見
事
ク
リ

ア
。
会
場
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
広
場
の
連
絡
通
路

 大
空
へ
届
け
 ボ
ー
ル
タ
ー
た
ち
の
未
来

　
　「
印
西
街
か
ど
棒
高
跳
」
リ
ポ
ー
ト

広報レポーター： 美馬 
み ま

  光美 （戸神台）
てるみ

黄
緑
の
花
咲
く
無
住
結
縁
寺
銀
杏
大
樹
の
若
葉
ま
ぶ
し
む

小
倉
台
　
　
　
後
藤
　
貞
子

山
百
合
の
群
れ
咲
き
を
り
し
と
聞
く
原
は
公
園
と
な
り
そ
の
花
残
る

小
林
大
門
下
　
品
村
　
葉
子

少
年
の
心
動
か
し
し
「
利
根
川
図
志
」
柳
田
国
男
の
資
料
館
に
見
つ

木
　
下
　
　
　
服
部
　
富
枝

病
院
の
七
夕
竹
の
短
冊
に
書
か
れ
し
願
ひ
し
み
じ
み
と
読
む

大
　
森
　
　
　
石
塚
　
　
浩

風
雪
に
耐
へ
花
々
の
燃
え
て
咲
く
礼
文
に
 生
 れ
し
父
を
偲
ば
ん

あ
　
小
倉
台
　
　
　
山
田
　
　
明

そ
の
人
の
面
影
通
る
 門
火
 か
な

か
ど
び

小
倉
台
　
　
　
川
上
　
謙
一

 掃
苔
 や
先
ず
呼
び
か
け
て
独
り
ご
と

そ
う
た
い

竜
腹
寺
　
　
　
五
十
嵐
栄
子

浴
衣
着
る
足
も
と
な
れ
ぬ
祭
か
な

小
倉
台
　
　
　
田
中
孝
二
郎

天
空
に
近
く
な
り
ゆ
く
夏
の
山

滝
　
野
　
　
　
大
友
　
清
子

飛
ぶ
鳥
も
雲
も
と
ん
ぼ
も
同
じ
朝

大
　
塚
　
　
　
廣
島
　
直
之

　
日
本
中
が
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
沸
い
て
い
る
中
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・

コ
ス
モ
ス
広
場
で
行
わ
れ
た
「
印

西
街
か
ど
棒
高
跳
」（
印
旛
ポ
ー

ル
ヴ
ォ
ウ
ル
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
主

催
）
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
8
月
4
日
臥
・
5
日
蚊
に
行
わ

れ
た
こ
の
競
技
は
、
岩
井
浩
先
生

（
現
・
印
西
中
教
頭
）
が
、
棒
高

跳
の
普
及
を
目
的
に
立
ち
上
げ
、

先
生
の
教
え
子
た
ち
が
「
印
旛

ポ
ー
ル
ヴ
ォ
ウ
ル
ト
ア
カ
デ

ミ
ー
」
と
し
て
運
営
。
今
年
で
　12

年
目
を
迎
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
例

年
、
初
日
は
シ
ニ
ア
・
一
般
・
高

校
の
部
、
2
日
目
は
中
学
の
部
の

競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

掲載情報は8月31日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
小
林
牧
場
近
く
緑
に
囲
ま
れ
た

平
岡
自
然
公
園
の
一
画
に
「
平
岡

自
然
の
家
」（
平
岡
1
5
5
4
）
が

あ
り
ま
す
。

　
同
施
設
は
、
市
民
の
健
康
維

持
・
増
進
の
た
め
、
印
西
地
区

環
境
整
備
事
業
組
合
の
う
ち
印

西
市
・
白
井
市
で
設
立
。
同
組

合
が
運
営
の
下
、
平
成
　
年
6

20

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
聞
こ

え
る
暑
い
夏
の
午
後
「
平
岡
自

然
の
家
」
を
訪
れ
、
担
当
の
織

戸
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
建
物
面
積
1
街
7

5
9
愛
、
敷
地
面
積
2
4
街
1

1
6
愛
。
建
物
内
に
体
育
館
と

研
修
室
、
敷
地
内
に
は
緑
の
芝

生
が
美
し
い
多
目
的
広
場
を
有

し
ま
す
。
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
・

サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
1
2
街
6
0
0
愛
）
も
あ

り
、
広
大
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た

印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
体
育
館
は
更
衣
室
・
シ
ャ

ワ
ー
付
き
で
、
家
族
や
団
体
で

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。
取
材

当
日
は
「
白
井
少
年
剣
道
ク
ラ

ブ
」
の
み
な
さ
ん
が
元
気
に
稽

古
中
。
研
修
室
は
1
2
0
人
が

利
用
可
能
で
、
最
近
で
は
運
転

免
許
講
習
の
会
場
に
も
な
っ
た

そ
う
で
す
。

　
多
目
的
広
場
は
、
広
い
芝
生

が
特
徴
で
、
主
に
キ
ャ
ン
プ
場

と
し
て
人
気
で
す
。
炊
事
場
が

完
備
さ
れ
て
お
り
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
も
で
き
ま
す
。
こ
の
日

も
印
西
台
方
子
供
会
の
み
な
さ

ん
が
、
楽
し
そ
う
に
キ
ャ
ン
プ

手
に
も
賞
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
表
彰
式
の
後
に
澤
野
選

手
か
ら
後
輩
達
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
。

「
自
分
は
こ
の
印
西
で
棒
高
跳
に

出
会
い
、
諸
先
輩
た
ち
に
支
え
ら

れ
、
棒
高
跳
の
楽
し
さ
を
知
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
に
、
棒
高

跳
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
欲
し
い
。

ま
た
、
自
分
は
今
回
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
ら
れ
な
く
て
、
非
常

に
悔
し
い
思
い
を
し
た
が
、
次
の

モ
ス
ク
ワ
（
世
界
陸
上
）
で
は
、

よ
り
一
層
躍
進
し
た
い
。」

　
今
後
の
澤
野
選
手
の
活
躍
と
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
第
二
・

第
三
の
「
エ
ア
ー
大
地
」
が
、
こ

こ
印
西
市
か
ら
世
界
に
向
け
て
、

高
く
高
く
飛
び
立
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

■問 
印
旛
ポ
ー
ル
ヴ
ォ
ウ
ル
ト
ア
カ

デ
ミ
ー
（
■ＨＰ h

ttp
://ip

v
a2
0
1

2
.in
fo
/m
ach
ik
ad
o
/

）。

を
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
施
設
は
利
用
者
も
増
加
し
、

昨
年
度
は
体
育
館
だ
け
で
2
2
街

7
5
9
人
が
利
用
。
利
用
で
き
る

対
象
は
印
西
市
・
白
井
市
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人
で
、
団
体
の
場

合
も
該
当
す
る
人
が
含
ま
れ
る
こ

と
が
条
件
で
す
。
申
し
込
み
は
所

定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

事
前
に
同
施
設
の
事
務
所
へ
提
出
。

そ
の
際
に
利
用
料
金
を
支
払
う
シ

ス
テ
ム
で
す（
電
話
予
約
は
不
可
）。

　
緑
に
囲
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
「
平
岡
自
然

の
家
」。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
一

度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

■問 
平
岡
自
然
の
家
（
緯
碓42 
1
0
0

8
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.in
k
an

-jk
.o
r.jp
/h
irao
k
a/4
-sh
i

ze
n
n
o
ie
.h
tm

）。

※
毎
週
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
、

そ
の
翌
日
以
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始
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。

広報レポーター：
 村形  
むらかた

 彰治 （小林北）
しょうじ 平岡自然の家

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

①プリンター用のインク（２個で１千円）②小林中学校の学生服、長袖とワイ
シャツ（ズボン２００円・ワイシャツ３００円）③幼児用足こぎ四輪車④アルトサッ
クスホン（７万円）⑤電子ピアノ（３万円程度）⑥印西しおん幼稚園帽子⑦千葉
商科大学付属高校制服⑧買い物カート。

①ピアノ②シルバニアファミリーのおもちゃ③印西中学校の女子用制服と運
動着④しおん幼稚園、男児、女児ジャージ、男児女児体操服（大きめサイズ希
望）⑤天神幼稚園男児制服、女児制服、ブラウスなど⑥犬用乳母車⑦ベビー
カー⑧リカちゃん人形⑨補聴器。

▲圧巻の5ｍ越えジャンプに大喝采

▲小さな子ども負けずにジャンプ外
未来のボールター参上鎧

▲澤野選手も参戦

▲平岡自然の家の外観。この中
に研修室があります

▲冷暖房（有料）も付いた体育
館。季節を問わず利用可能です

▲多目的広場（右）と炊事場。当日も台方子
供会のみなさんがキャンプを満喫中でした
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